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は
じ
め
に

屋
代
本
が
、
語
り
本
系
『
平
家
物
語
』
の
成
立
を
考
え
る
上
で
重

要
な
伝
本
で
あ
る
こ
と
は
、
論
を
俟
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
本
文

の
研
究
に
お
い
て
は
、
読
み
本
系
諸
本
と
の
関
連
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
認
識
も
、
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

中
で
も
特
に
、
千
明
守
氏
が
、

屋
代
本
・
覚
一
本
の
本
文
の
そ
の
源
に
は
、
現
存
の
延
慶
本
そ

の
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
延
慶
本
に
近
い

形
態
を
も
っ
た
本
文
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る︶

1
︵

。

と
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
か
っ
た
と
思
う
。
以
来
、
屋
代
本
を
は

じ
め
と
す
る
語
り
本
系
諸
本
の
本
文
の
検
証
は
、
多
く
が
こ
の
﹁
延

慶
本
的
本
文
﹂
と
の
関
わ
り
を
視
野
に
入
れ
て
行
わ
れ
て
き
た︶

2
︵

。
本

稿
も
ま
た
、
そ
う
し
た
成
果
に
導
か
れ
つ
つ
、
巻
十
の
平
維
盛
に
関

す
る
記
事
を
対
象
と
し
て
、
屋
代
本
の
本
文
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ

れ
た
の
か
を
検
証
し
、
併
せ
て
語
り
本
系
『
平
家
物
語
』
の
特
質
の

一
端
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
、
読

み
本
系
諸
本
に
も
多
く
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
延
慶
本
以
外
の

本
文
に
も
、
順
次
目
配
り
を
し
て
い
き
た
い
。﹁
延
慶
本
的
本
文
﹂

の
具
体
像
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
現
状
に
あ
っ
て
は
、
延
慶
本

以
外
の
読
み
本
系
諸
本
を
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
こ
と
は
有
効
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
本
稿
で
は
、
屋
代
本
巻
十
前
半
の
維
盛
関
連
記
事
を
中
心
的
に
扱

う
。
平
家
が
一
の
谷
の
合
戦
に
敗
れ
、﹁
三
位
中
将
﹂
が
生
け
ど
ら
れ

屋
代
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
維
盛
関
連
記
事
の
形
成　

原
田　

敦
史
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た
と
の
報
は
、
都
に
隠
れ
住
ん
で
い
た
維
盛
北
の
方
の
も
と
へ
も
届

き
、
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。﹁
三
位
中
将
﹂
は
夫
で
は
な
く
重
衡

だ
と
い
う
こ
と
は
す
ぐ
に
判
明
し
、
斉
藤
五
、
斉
藤
六
の
兄
弟
に
よ

っ
て
、
討
ち
取
ら
れ
て
大
路
を
渡
さ
れ
た
首
の
中
に
も
維
盛
の
も
の

は
な
か
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
が
、
維
盛
が
合
戦
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
の
は
重
い
病
の
た
め
で
あ
っ
た
と
聞
き
、
北
の
方
の
心
が
晴

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
検
討
の
対
象
と
す
る
の
は
、
以
上
の
記
述

に
続
く
部
分
で
あ
る
。
本
来
は
一
続
き
だ
が
、
便
宜
上
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

の
三
つ
に
区
切
っ
て
考
察
す
る
。
そ
の
過
程
で
、
読
み
本
系
諸
本
を

も
参
照
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
読
み
本
系
の
維
盛
記
事
に
は
、
屋
代

本
そ
の
他
の
語
り
本
系
諸
本
に
見
ら
れ
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。

そ
の
た
め
、
本
稿
の
論
述
に
関
わ
る
範
囲
の
お
お
ま
か
な
記
事
構
成

を
、
延
慶
本
と
四
部
合
戦
状
本
を
対
照
さ
せ
る
形
で
、
表
に
し
て
整

理
し
て
お
く
。

延
慶
本

四
部
本

Ⅰ
　

 

維
盛
、
北
の
方
、
そ
れ
ぞ

れ
に
相
手
を
思
い
や
る
。

（
巻
八
・
卅
五
） 　

該
当
記
事
な
し

Ⅱ
ⅰ 

維
盛
、
北
の
方
か
ら
の
音

信
に
心
乱
れ
る
。

ⅰ 

維
盛
と
北
の
方
、
和
歌
の

贈
答
。
続
け
て
延
慶
本
Ⅰ

の
一
部
に
相
当
す
る
記
事

ⅱ 

維
盛
、
宗
盛
か
ら
二
心
を

疑
わ
れ
る
。

ⅲ
維
盛
、
出
家
を
決
意
。

（
巻
九
・
十
七
）

を
置
く
。

ⅱ 

維
盛
、
宗
盛
か
ら
二
心
を

疑
わ
れ
る
。

ⅲ
該
当
記
事
な
し

Ⅲ
　

 

維
盛
、
小
宰
相
の
入
水
を

聞
く
。 

（
巻
九
・
三
十
）　

 

維
盛
、
小
宰
相
の
入
水
を

聞
く
。

Ⅳ
　

 

北
の
方
、
維
盛
の
身
を
案

じ
る
。
生
け
ど
ら
れ
た﹁
三

位
中
将
﹂
は
夫
で
は
な
い

と
聞
く
が
、
心
痛
は
や
ま

ず
。 

（
巻
九
・
三
十
） 　

 

北
の
方
、
維
盛
の
身
を
案

じ
る
。
生
け
ど
ら
れ
た﹁
三

位
中
将
﹂
は
夫
で
は
な
い

と
聞
く
が
、
心
痛
は
や
ま

ず
。 

（
以
下
、
巻
十
）

Ⅴ
ⅰ 

斎
藤
兄
弟
、
平
家
首
渡
し

を
見
て
維
盛
が
含
ま
れ
て

い
な
い
こ
と
を
確
認
。

ⅱ 

維
盛
は
病
気
と
知
り
、
北

の
方
は
嘆
く
。

ⅲ 

維
盛
、
都
へ
音
信
。﹁
イ
ヅ

ク
ト
モ
﹂歌
。（
巻
九
・
卅
二
）

ⅰ 

斎
藤
兄
弟
、
平
家
首
渡
し

を
見
て
維
盛
が
含
ま
れ
て

い
な
い
こ
と
を
確
認
。

ⅱ 

維
盛
は
病
気
と
知
り
、
北

の
方
は
嘆
く
。

ⅲ
維
盛
、
都
へ
音
信
。

な
お
、
本
稿
で
問
題
に
す
る
範
囲
で
は
、
長
門
本
は
延
慶
本
と
ほ

ぼ
一
致
し
、
四
部
本
は
南
都
本
と
近
い
。
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以
上
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
は

A
三
位
中
将
モ
通カ
ヨ

フ
心
ナ
レ
ハ
、
都
ニ
サ
コ
ソ
我
ヲ
無
二
覚
束
一

思
ラ
メ
、
頸
共
ノ
中
ニ
ハ
見
ス
ト
モ
、
水
ノ
底
ニ
モ
沈
ミ
ヤ
シ

ヌ
ラ
ン
ト
テ
コ
ソ
歎　
ク

ラ
メ
、
未
此
世
ニ
長
ラ
ヘ
タ
ル
ソ
ト
知
セ

ハ
ヤ
ト
ハ
思
ヘ
ト
モ
、
①
忍
タ
ル
棲ス

ミ
カヲ

人
ニ
知
セ
ン
モ
サ
ス
カ

ナ
レ
ハ
ト
テ
、
啼
々
明
シ
暮
サ
セ
給
ケ
リ
。
②
夜
ニ
成
レ
ハ
、

余
三
兵
衛
重
景
、
石
童
丸
ナ
ト
云
者
ヲ
喬ソ

ハ

ニ
メ
シ
、﹁
都
ニ
ハ
只

今
、
我
事
ヲ
コ
ソ
思
出
ラ
メ
。
少
キ
者
共
忘
ル
ト
モ
、
人
ハ

忘　
ル隙ヽ

ア
ラ
シ
、
③
角　

ク

独　
リ

只
イ
ツ
ト
ナ
ク
明
シ
暮
セ
ハ
慰サム
方
ハ

無
レ
ト
モ
、
越
前
三
位ノ上
ヲ
見　

ル

ニ
ハ
、
賢カ

シ
コク

ソ
少
キ
者
共
ヲ
都

ニ
留　

メ

置
タ
リ
ケ
ル
﹂
ト
テ
、
泣
々
悦　
ヒ

給
ケ
リ
。
④
北
方
ハ
、
商ア

キ

人ン
ト

ノ
便　

　
リニ

文
ナ
ト
ノ
自
ラ
通
ニ
モ
、﹁
ナ
ト
今
マ
テ
迎
ヘ
取
セ
給

ハ
ヌ
ソ
ヤ
。
疾ト

ク

シ
テ
迎
ヘ
取
セ
給
ヘ
。
少
者
共
モ
不
レ
斜　

メ

恋
シ

カ
リ
奉
リ
、
我
モ
尽
セ
ヌ
物
思
ニ
長
ラ
ウ
ヘ
キ
様
モ
ナ
シ
﹂
ナ

ン
ト
細
々
ト
書
ツ
ヽ
ケ
給
ケ
レ
ハ
、
⑤
三
位ノ中
将
此
御
返
事
見

給
テ
モ
、
⑥
何
事
モ
思
入
給
ハ
ス
、
臥　

シ

沈
ミ
テ
ソ
歎
カ
レ
ケ
ル
。

大
臣
殿
モ
二
位
殿
モ
聞
レ
之
給
テ
、﹁
サ
ラ
ハ
北
方
、
少
キ
人
々

ヲ
奉　

リ二
迎　

ヘ

取　
リ一

、一
所　

ロ

ニ
テ
何
ニ
モ
成　

リ

給
ヘ
カ
シ
﹂
ト
宣
ヘ
ト
モ
、

﹁
我
身
コ
ソ
ア
ラ
メ
、
⑦
人
ノ
タ
メ
糸
惜
ケ
レ
ハ
﹂
ト
テ
、
泣
々

月
日
ヲ
被
レ
送
ケ
ル
ソ
、
セ
メ
テ
ノ
志　
サ
シ
　ノ
程
モ
顕
レ
ケ
ル
。

　

サ
テ
モ
可　
キレ
有
ナ
ラ
ネ
ハ
、
近
フ
召
仕
レ
ケ
ル
侍
ヘ
一
人
シ

タ
テ
ヽ
都
ヘ
上
セ
給
ニ
、
三
ノ
文
ヲ
ソ
被
レ
書
ケ
ル︶

3
︵

。

の
部
分
か
ら
検
討
す
る
。
都
で
北
の
方
が
維
盛
の
こ
と
を
案
じ
続
け

て
い
た
こ
ろ
、
維
盛
も
ま
た
﹁
通カ
ヨ

フ
心
﹂
ゆ
え
に
妻
子
の
こ
と
で
心

を
痛
め
て
い
た
と
す
る
書
き
出
し
は
、
読
み
本
系
の
Ⅴ
︲
ⅲ
と
共
通

す
る
。
以
下
の
記
述
の
中
に
も
、
断
片
的
に
読
み
本
系
に
通
う
表
現

が
極
め
て
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
番
号
を
付
し
た
傍
線
部
が
い
ず

れ
も
そ
れ
に
あ
た
る
の
だ
が
、
読
み
本
系
諸
本
と
対
比
さ
せ
た
と
き

に
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
読
み
本
系
諸
本
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
が

個
々
に
離
れ
た
場
所
に
散
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と

え
ば
①
は
、
覚
一
本
や
八
坂
系
第
一
類
な
ど
の
語
り
本
に
は
見
え
な

い
も
の
で
あ
る
が
、
読
み
本
系
で
は
Ⅴ
︲
ⅲ
に

中
将
モ
通
フ
御
心
ナ
リ
ケ
レ
バ
、﹁
都
ニ
イ
カ
ニ
オ
ボ
ツ
カ
ナ
ク

思
ラ
ム
（
中
略
）
忍
テ
ス
ム
所
ヲ
人
ニ
見
セ
ム
モ
サ
ス
ガ
ナ
レ

バ
、
ウ
ト
カ
ラ
ヌ
者
ニ
テ
コ
ソ
、
一
ク
ダ
リ
ノ
文
ヲ
モ
ヤ
ラ
メ
﹂

ト
オ
ボ
シ
テ
、
…
（
延
慶
本
。
四
部
本
も
類
同
）

と
あ
る
。
ま
た
、
屋
代
本
③
は
、
八
坂
系
第
一
類
（
中
院
本
な
ど
）

に
は
見
え
る
も
の
の
、
覚
一
本
に
は
な
い
表
現
だ
が
、
こ
れ
は
Ⅲ
の

箇
所
に権

亮
三
位
中
将
此
有
様
ヲ
見
給
テ
、﹁
カ
ヤ
ウ
ニ
ヒ
ト
リ
明
シ
晩

ハ
ナ
グ
サ
ム
方
モ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、賢
ク
ゾ
此
人
ヲ
留
置
テ
ケ
ル
。

我
モ
引
具
シ
タ
リ
セ
バ
、終
ニ
ハ
カ
ヽ
ル
事
ニ
コ
ソ
ア
ラ
マ
シ
﹂
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ナ
ド
、
セ
メ
テ
ノ
事
ニ
ハ
思
ツ
ヾ
ケ
ラ
レ
給
ケ
リ
。（
延
慶
本
。

四
部
本
類
同
）

と
あ
る
の
と
重
な
っ
て
い
る
。
屋
代
本
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
巻
十

の
一
箇
所
に
集
め
た
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
本
稿
は
こ

の
よ
う
な
屋
代
本
の
本
文
が
、
読
み
本
系
的
な
本
文
の
再
編
と
い
う

過
程
を
経
て
作
ら
れ
て
き
た
と
見
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
池
田
敬

子
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
、

屋
代
本
は
、巻
十
に
ま
と
め
て
維
盛
の
心
理
描
写
部
分
を
置
く
。

そ
の
文
脈
に
は
少
々
乱
れ
が
あ
り
、
先
行
本
文
と
の
関
係
を
暗

示
す
る
と
こ
ろ
か
と
思
わ
れ
る︶

4
︵

。

と
い
う
指
摘
は
、そ
の
よ
う
に
考
え
る
た
め
の
糸
口
と
な
る
だ
ろ
う
。

②
・
⑤
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。
②
に
お
け
る
維
盛
の
感
慨
は
、

平
家
が
一
の
谷
で
大
敗
を
喫
し
た
直
後
だ
と
い
う
現
状
に
対
応
し
て

い
な
い
。
都
の
北
の
方
は
、
今
回
の
合
戦
で
夫
が
命
を
落
と
し
た
の

で
は
な
い
か
と
案
じ
、
維
盛
自
身
も
ま
た
﹁
通カ
ヨ

フ
心
﹂
ゆ
え
に
、﹁
頸

共
ノ
中
ニ
ハ
見
ス
ト
モ
、
水
ノ
底
ニ
モ
沈
ミ
ヤ
シ
ヌ
ラ
ン
ト
テ
コ
ソ

歎　
ク

ラ
メ
﹂
と
、
妻
子
を
思
い
や
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
②
に
お
け

る
﹁
少
キ
者
共
忘
ル
ト
モ
、
人
ハ
忘　
ル隙ヽ
ア
ラ
シ
﹂
と
い
う
表
現
は
、

そ
の
よ
う
な
状
況
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
緊
迫
感
に
欠
け
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
⑤
の
矛
盾
は
さ
ら
に
明
瞭

で
あ
る
。
維
盛
は
北
の
方
か
ら
の
﹁
御
返
事
﹂
を
読
ん
で
悲
し
ん
だ

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
よ
り
前
の
部
分
に
、
二
人
が
手
紙
の

や
り
と
り
を
し
て
い
た
と
い
う
記
述
は
、
一
つ
も
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
不
自
然
な
表
現
は
、
再
編
の
過
程
で
生
じ
た
も
の
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
点
を
説
明
す
る
た
め
に
先
行
本
文

と
し
て
想
定
し
う
る
の
は
、
延
慶
本
で
は
な
く
四
部
本
で
あ
る
。
四

部
本
で
は
Ⅱ
︲
ⅲ
の
位
置
に
、

平
家
、
都
へ
返
り
入
る
べ
し
と
聞
こ
え
け
れ
ば
、
余
党
の
都
に

残
り
留
ま
り
し
も
、
式
代
の
文
を
ぞ
遣
は
し
け
る
。
権
亮
三
位

中
将
も
、
自
づ
か
ら
福
原
の
商
人
の
便
り
に
、
君
達
の
御
許
へ

消
息
を
奉
り
た
ま
ふ
。
其
の
便
り
に
ぞ
、
亦
御
返
事
も
有
り
け

る
（
中
略
）
夜
に
も
成
る
に
、
余
三
兵
衛
重
景
・
石
童
丸
を
近

付
け
た
ま
ひ
て
、﹁
都
に
て
は
寐
寤
も
や
為
る
ら
ん
、
我
が
事
の

み
を
云
ひ
出
だ
す
や
ら
ん
。
少
き
者
共
は
忘
る
ゝ
に
も
世
も
忘

れ
じ
者
を
﹂
と
て
、涙
を
流
し
て
明
か
し
暮
ら
し
た
ま
ふ︶

5
︵

。（
南

都
本
も
類
同
）

と
あ
り
、
一
の
谷
合
戦
以
前
の
二
人
の
交
信
、﹁
御
返
事
﹂
の
語
、
子

供
は
私
を
忘
れ
て
も
妻
は
忘
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
維
盛
の
思

い
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
矛
盾
や
不
自
然
さ
の
な
い
形
で
見
出
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
屋
代
本
が
こ
う
し
た
本
文
を
改
編
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

で
き
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
過
程
で
文
脈
に
乱
れ
を
生
じ
さ
せ

た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
先
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
語
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り
本
の
成
立
を
考
え
る
際
に
は
、﹁
延
慶
本
的
本
文
﹂
と
の
関
連
が
重

視
さ
れ
て
き
た︶

6
︵

。
し
か
し
、
以
上
の
例
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
語
り

本
の
母
体
と
な
っ
た
本
文
の
面
影
を
探
る
上
で
、
延
慶
本
（
あ
る
い

は
長
門
本
）
以
外
の
読
み
本
系
諸
本
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

だ
が
そ
の
一
方
で
、
延
慶
本
と
の
関
連
で
し
か
説
明
の
で
き
な
い

箇
所
も
あ
る
。
④
・
⑥
・
⑦
の
部
分
で
あ
る
。
該
当
す
る
表
現
は
四

部
本
や
南
都
本
に
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、
延
慶
本
Ⅱ
に
は

ⅰ
権
亮
三
位
中
将
ハ
、
年
隔
タ
リ
日
重
ル
ニ
随
テ
、
古
郷
ニ
留

メ
置
シ
人
々
ノ
事
ノ
ミ
無
二
穴
倉
一
恋
ク
ゾ
被
レ
思
ケ
ル
。
商
人

ノ
便
ナ
ド
ニ
自
ラ
文
ナ
ム
ド
ノ
通
ニ
モ
、
北
方
ハ
、﹁
相
構
テ
迎

取
給
ヘ
。
少
キ
者
共
モ
ナ
ノ
メ
ナ
ラ
ズ
恋
シ
ガ
リ
奉
ル
。
ツ
キ

セ
ヌ
歎
ニ
ナ
ガ
ラ
ウ
ベ
ク
モ
ナ
シ
﹂ナ
ム
ド
、細
々
ト
カ
キ
ツ
ヾ

ケ
給
ヘ
ル
ヲ
見
給
ニ
付
テ
モ
、﹁
ア
ワ
レ
迎
取
奉
テ
、
一
所
ニ
テ

ト
モ
カ
ク
モ
ナ
ラ
バ
、
思
事
ア
ラ
ジ
﹂
ト
思
立
給
事
ヒ
マ
ナ
ケ

レ
ド
モ
、
人
ノ
為
イ
ト
ヲ
シ
ケ
レ
バ
、
思
忍
テ
日
ヲ
送
ル
。

ⅱ
サ
ル
マ
ヽ
ニ
ハ
余
三
兵
衛
、
石
童
丸
ナ
ム
ド
ヲ
常
ニ
ア
ト
枕

ニ
置
キ
給
テ
、
暁
テ
モ
晩
テ
モ
、
只
此
事
ヲ
ノ
ミ
宣
テ
、
臥
沈

ミ
給
ヘ
バ
、
三
位
中
将
ノ
有
様
ヲ
人
々
見
給
テ
、﹁
池
ノ
大
納
言

ノ
様
ニ
頼
朝
ニ
心
ヲ
通
シ
テ
、
二
心
有
﹂
ト
テ
、
大
臣
殿
モ
打

ト
ケ
給
ハ
ネ
バ
、﹁
ユ
メ
〳
〵
サ
ハ
無
物
ヲ
﹂
ト
テ
、
イ
ト
ヾ
ア

ヂ
キ
ナ
ク
ゾ
オ
ボ
シ
メ
サ
レ
ケ
ル
。

ⅲ
﹁
愛
執
増
長
、
一
切
煩
悩
﹂
ノ
文
ヲ
思
ニ
ハ
、
穢
土
ヲ
厭
ニ

イ
サ
ミ
ナ
シ
。
閻
浮
愛
執
ノ
キ
ヅ
ナ
コ
ハ
ケ
レ
バ
、
浄
土
ヲ
欣

ニ
倦
シ
。
宿
執
開
発
ノ
身
ナ
レ
バ
、今
生
ニ
ハ
妻
子
ヲ
念
フ
心
、

合
戦
ニ
向
思
ニ
身
ヲ
苦
メ
テ
、
来
生
ニ
ハ
修
羅
道
ニ
落
ム
事
疑

ナ
シ
。
只
一
門
ニ
不
レ
知
レ
シ
テ
都
エ
忍
テ
上
テ
、妻
子
ヲ
モ
見
、

妄
念
ヲ
モ
払
テ
、
閑
ニ
臨
終
セ
ム
ヨ
リ
外
ノ
事
有
ベ
カ
ラ
ズ
﹂

ト
思
ナ
ラ
レ
ニ
ケ
レ
バ
、
何
事
モ
思
入
レ
給
ハ
ズ
、
臥
沈
給
フ

ゾ
哀
ナ
ル︶

7
︵

。

と
あ
る
。
本
稿
に
と
っ
て
重
要
な
部
分
な
の
で
、
煩
瑣
を
厭
わ
ず
全

文
を
引
い
た
が
、
ⅲ
の
傍
線
部
は
屋
代
本
の
④
・
⑦
に
、
ⅰ
の
傍
線

部
は
⑥
に
、
そ
れ
ぞ
れ
重
な
っ
て
い
る
。
屋
代
本
の
場
合
、
特
に
④

に
関
し
て
は
、
一
の
谷
合
戦
の
余
燼
く
す
ぶ
る
中
で
商
人
を
介
し
た

音
信
と
い
う
の
は
考
え
に
く
く
、
一
門
の
大
敗
、
夫
の
病
を
知
り
な

が
ら
全
く
気
遣
わ
ず
、た
だ
一
方
的
に
﹁
迎
え
と
れ
﹂
と
い
う
の
も
、

文
脈
に
な
じ
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
、
延
慶
本
Ⅱ
は
一
の
谷
合
戦
の

前
に
あ
り
、
屋
代
本
の
よ
う
な
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
。
屋
代
本
の

不
自
然
さ
は
、
や
は
り
先
行
本
文
を
崩
し
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
の
だ
が
、
こ
の
場
合
そ
れ
は
延
慶
本
的
な
形
と
の
関
連
で
し
か
考

え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
⑥
の
用
い
ら
れ
て
い
る
文
脈
が

延
慶
本
ⅲ
と
全
く
異
っ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
屋
代
本
の
先
行
本
文
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に
対
す
る
利
用
態
度
が
、
極
め
て
断
片
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も

窺
知
で
き
よ
う
。

以
上
か
ら
は
、
結
局
屋
代
本
の
成
立
を
考
え
る
上
で
は
、
四
部
本

的
本
文
と
延
慶
本
的
本
文
の
、
双
方
と
の
関
係
を
想
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
二
種
以
上
の
本
を
参
照
し
て

作
ら
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
読
み
本
系
の
中
に
双
方
の
特
徴
を
併
せ

持
つ
伝
本
が
あ
っ
た
の
か
ま
で
は
、現
段
階
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、

屋
代
本
が
読
み
本
系
的
な
本
文
を
基
に
作
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ

ろ
う
。
そ
れ
が
、
先
行
本
文
の
文
脈
を
か
な
り
自
由
に
解
体
し
、
時

に
断
章
取
義
的
と
も
い
え
る
よ
う
な
や
り
方
で
切
り
貼
り
し
て
組
み

直
す
と
い
う
方
法
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
注
意
を
し
て
お
き

た
い
。二

屋
代
本
本
文
の
形
成
過
程
を
右
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
他
の
語
り
本
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
他
の
語
り
本
系

諸
本
に
も
目
配
り
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
特
に

注
意
さ
れ
る
の
が
覚
一
本
で
あ
る
。
覚
一
本
で
は
、
屋
代
本
の
Ａ
に

該
当
す
る
部
分
が
、

三
位
中
将
も
か
よ
ふ
心
な
れ
ば
、﹁
宮
こ
に
い
か
に
お
ぼ
つ
か
な

く
お
も
ふ
ら
ん
。
頚
ど
も
の
な
か
に
は
な
く
と
も
、
水
に
お
ぼ

れ
て
も
し
に
、
矢
に
あ
た
ッ
て
も
う
せ
ぬ
ら
ん
。
こ
の
世
に
あ

る
物
と
は
よ
も
お
も
は
じ
。
露
の
命
の
い
ま
だ
な
が
ら
へ
た
る

と
し
ら
せ
た
て
ま
つ
ら
ば
や
﹂
と
て
、
侍
一
人
し
た
て
て
宮
こ

へ
の
ぼ
せ
ら
れ
け
り
。
三
の
文
を
ぞ
か
ゝ
れ
け
る︶

8
︵

。

と
あ
る
の
み
で
、
屋
代
本
②
～
⑦
の
内
容
が
、
そ
っ
く
り
抜
け
て
い

る
。
維
盛
が
、
商
人
を
介
し
た
北
の
方
と
の
や
り
と
り
を
経
て
、
迎

え
と
り
た
い
気
持
ち
を
押
し
殺
す
と
い
う
、
屋
代
本
④
～
⑦
に
該
当

す
る
内
容
は
、
覚
一
本
で
は
巻
九
、
読
み
本
系
の
Ⅱ
の
位
置
に
置
か

れ
て
い
る
。
屋
代
本
と
四
部
本
的
本
文
と
の
関
連
が
指
摘
で
き
た
②

⑤
は
覚
一
本
に
お
い
て
欠
け
て
お
り
、そ
の
点
の
み
に
着
目
す
れ
ば
、

四
部
本
的
本
文
と
の
接
触
が
、
語
り
本
系
本
来
の
も
の
で
は
な
く
屋

代
本
独
自
の
も
の
だ
っ
た
と
の
可
能
性
も
浮
上
す
る
。
し
か
し
、
屋

代
本
の
②
に
あ
た
る
表
現
は
、
中
院
本
の
同
箇
所
に
も
見
出
す
こ
と

が
で
き
、
四
部
本
的
本
文
と
の
関
連
が
、
屋
代
本
の
み
の
問
題
な
ど

で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
続
く
部
分
の
本
文
か

ら
は
、
当
該
箇
所
に
関
す
る
限
り
、
他
本
に
比
し
て
屋
代
本
こ
そ
が
、

語
り
本
系
の
初
期
の
姿
に
近
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る︶

9
︵

。

B
先
ツ
北
方
ヘ
ノ
御
文
ニ
ハ
、﹁
一
日
片
時
絶
間
ヲ
タ
ニ
モ
、
ワ

リ
ナ
フ
コ
ソ
思
シ
ニ
、
空
キ
日
数
モ
隔ヘ
タ
ヽリ

ヌ
。
⑧
都
ニ
ハ
敵　

キ

充

満
テ
、
我
身
一
ノ
置キ所
タ
ニ
ア
ラ
シ
ニ
、
少
キ
者
共
引
具
テ
、
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サ
コ
ソ
心
苦　

シ

ク
御
坐
ラ
ヌ
。
疾ト

ク

シ
テ
奉
二
迎　

ヘ

取　
リ

一
、
一
所
ニ
テ

何
ニ
モ
ナ
ラ
ハ
ヤ
ト
思
ヘ
共
、
御
為
心
苦
シ
ケ
レ
ハ
﹂
ナ
ン
ト

細
々
書
テ
、
奥
ニ
ハ
一
首
ノ
歌
ヲ
ソ
被
レ
書
タ
ル
。

⑨
イ
ツ
ク
ト
モ
知
ヌ
ア
フ
瀬
ノ
モ
シ
ヲ
草
カ
キ
ヲ
ク
跡
ヲ
形

見
ト
ハ
ミ
ヨ

少
キ
人
々
ヘ
ノ
御
文
ニ
モ
﹁
徒ツ
レ

然〳
〵

レ
ヲ
ハ
何
ニ
シ
テ
ナ
ク
サ
ム

ラ
ン
。
疾
シ
テ
迎　
ヘ

取
ン
ス
ル
ソ
、
サ
コ
ソ
有
ラ
メ
﹂
ナ
ン
ト
書

テ
、
奥
ニ
ハ
﹁
六
代
殿
ヘ
維
盛
、
夜
叉
御
前
ヘ
維
盛
﹂
ト
書
テ

日
付
セ
ラ
レ
ケ
リ
。
是
ハ
、
我
イ
カ
ニ
モ
成
テ
後
、
形
見
ニ
モ

見
ヨ
ト
テ
、
中
将
角
ハ
被
　
　
　
レレ
書
ケ
ル
也
。
御
使　
ヒ

都
ヘ
登　
リ

、
此
御

文
ヲ
奉
ル
。
北
方
御
文
見
給
テ
、
思
入
テ
ソ
被
　
　
　
レレ
歎
ケ
ル
。

一
の
谷
合
戦
後
、
維
盛
が
家
族
に
書
状
を
送
っ
た
と
い
う
、
内
容

的
に
は
読
み
本
系
の
Ⅴ
・
ⅲ
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。
⑨
の
和
歌

は
四
部
本
に
は
な
く
、
傍
線
部
⑧
は
、
延
慶
本
で
は
巻
八
の
Ⅰ
の
位

置
に﹁

イ
カ
ナ
ル
有
様
ニ
テ
カ
有
ラ
ム
。
誰
ア
ワ
レ
ミ
、
誰
糸
惜
ト

云
ラ
ム
。
我
身
ノ
置
所
ダ
ニ
モ
ア
ラ
ジ
ニ
、
少
者
共
引
具
テ
、

イ
カ
計
ノ
事
ヲ
カ
思
ラ
ム
…
﹂

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
屋
代
本
が
、
こ
こ
で
も
延
慶
本
的
な
本
文
の

影
響
下
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、
先
行
本
文
を
断
片

的
に
切
り
取
っ
て
利
用
す
る
と
い
う
方
法
が
、
相
当
な
広
範
囲
を
射

程
に
収
め
て
い
る
こ
と
も
看
取
さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
Ｂ
に
は
、
読

み
本
系
と
は
一
致
し
な
い
、
独
自
の
要
素
が
あ
る
。
二
重
傍
線
部
に

お
い
て
、
維
盛
が
北
の
方
に
対
し
て
、﹁
迎
え
と
る
つ
も
り
は
な
い
﹂

と
明
言
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
延
慶
本
Ⅴ
︲
ⅲ
で
は
、

﹁
今
日
マ
デ
ハ
露
命
モ
消
ヤ
ラ
ズ
。
少
キ
人
々
何
事
カ
ア
ル
ラ

ム
﹂
ナ
ド
細
々
ト
書
給
テ
、
ヲ
ク
ニ
、

イ
ヅ
ク
ト
モ
シ
ラ
ヌ
ナ
ギ
サ
ノ
モ
シ
ヲ
グ
サ
カ
キ
ヲ
ク
ア

ト
ヲ
カ
タ
ミ
ト
ハ
ミ
ヨ

と
あ
る
の
み
で
あ
り
、
和
歌
の
有
無
を
の
ぞ
い
て
四
部
本
も
ほ
ぼ
等

し
い
。
心
中
に
﹁
思
立
給
フ
事
﹂
が
あ
っ
た
こ
と
が
地
の
文
で
明
か

さ
れ
て
い
る
が
、﹁
迎
え
と
る
﹂
と
い
う
都
落
の
際
の
約
束
を
破
棄
す

る
意
志
を
、
読
み
本
系
の
維
盛
が
妻
子
に
向
か
っ
て
表
明
す
る
こ
と

は
な
い
。
二
重
傍
線
部
は
、
屋
代
本
を
含
め
た
語
り
本
系
独
自
の
も

の
な
の
で
あ
る
が
、
屋
代
本
以
外
の
語
り
本
で
は
、
こ
の
部
分
と
前

と
の
接
続
が
不
自
然
な
の
で
あ
る
。
覚
一
本
を
例
に
と
る
な
ら
ば
、

前
掲
の
よ
う
に
、
維
盛
に
と
っ
て
は
﹁
宮
こ
に
い
か
に
お
ぼ
つ
か
な

く
お
も
ふ
ら
ん
～
露
の
命
の
い
ま
だ
な
が
ら
へ
た
る
と
し
ら
せ
た
て

ま
つ
ら
ば
や
﹂
と
い
う
思
い
が
、
都
へ
書
状
を
出
す
直
接
の
動
機
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
屋
代
本
も
同
様
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
覚
一

本
の
場
合
、
そ
う
し
て
出
さ
れ
た
書
状
が
、
妻
子
を
自
ら
の
も
と
へ

迎
え
と
る
こ
と
を
拒
否
す
る
内
容
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
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の
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
院
本
で
も
同
様
で
あ
る
。
な
ぜ
、
妻
子
を
安

心
さ
せ
る
た
め
に
出
し
た
は
ず
の
書
状
の
内
容
が
、
彼
ら
を
絶
望
さ

せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
読
み
本
系
Ⅴ
で
は
こ
の
よ

う
な
問
題
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
覚
一
本
の
不
自
然
な
文
脈
が
、
読
み

本
系
的
な
形
か
ら
い
き
な
り
作
り
出
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
覚

一
本
本
文
は
、
何
ら
か
の
略
述
を
経
て
い
る
と
見
る
の
が
妥
当
だ
ろ

う
。﹁
三
の
文
﹂
以
前
に
維
盛
と
北
の
方
と
の
間
に
は
何
ら
か
の
や

り
と
り
が
あ
り
、
覚
一
本
は
そ
れ
を
省
略
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
だ
が
、
該
当
す
る
内
容
を
語
り
本
系
諸
本
の
中
に
探
そ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
屋
代
本
の
②
か
ら
⑦
に
至
る
文
脈
以
外
に
な
い
。
覚

一
本
の
不
自
然
さ
は
、
屋
代
本
の
よ
う
な
形
か
ら
、
②
～
③
を
削
除

し
、④
～
⑦
の
部
分
を
巻
九
に
移
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
る
の
が
、

最
も
蓋
然
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

②
・
③
を
屋
代
本
と
共
有
し
て
い
な
が
ら
、
④
以
下
を
欠
い
た
ま

ま
﹁
三
の
文
﹂
へ
と
接
続
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
中
院
本
が
、
巻
九

に
該
当
記
事
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
も
、
以
上
の
よ
う
な
推
論
の
傍

証
と
な
る
だ
ろ
う
。
屋
代
本
は
、
読
み
本
系
的
な
本
文
か
ら
の
再
編

の
痕
跡
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
、
他
の
語
り
本
以
上
に
多
く
残
し
て
い

る
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
そ
の
文
脈
に
は
未
熟
な
点
が
多
い
。
新
た

に
成
立
し
た
語
り
本
系
の
本
文
に
は
、
さ
ら
な
る
洗
練
が
必
要
だ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
と
き
に
、
異
本
編
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法

で
整
理
を
行
っ
た
結
果
が
、
覚
一
本
や
中
院
本
の
形
な
の
で
あ
る
。

②
～
③
を
削
除
し
、
④
～
⑦
を
巻
九
へ
と
﹁
戻
し
た
﹂
の
が
覚
一
本

で
あ
り︶

₁₀
︵

、
一
方
の
中
院
本
は
、
Ａ
の
出
だ
し
に
あ
る
、﹁
都
の
妻
子
が

自
分
の
安
否
を
気
遣
っ
て
い
る
だ
ろ
う
﹂
と
い
う
維
盛
の
心
中
描
写

を
省
く
こ
と
に
よ
っ
て
②
と
の
矛
盾
を
解
消
し
て
い
る
。そ
の
上
で
、

④
～
⑦
は
完
全
に
削
除
し
た
の
で
あ
る
。
覚
一
本
と
中
院
本
が
と
も

に
、
自
身
の
無
事
を
知
ら
せ
、
安
心
さ
せ
る
た
め
の
は
ず
の
書
状
が
、

逆
に
妻
子
を
絶
望
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
を
新
た

に
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
は
、
双
方
が
屋
代
本
的
な
本
文
に
手
を
加
え

て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
は
い
え
、
前
掲
Ａ
の
波
線
部
は
、
宗
盛
や
二
位
尼
が
維
盛
を
い

た
わ
る
と
い
う
、
他
本
に
見
え
な
い
特
異
な
内
容
で
あ
り
、
こ
う
し

た
部
分
ま
で
含
め
て
、
現
存
屋
代
本
の
形
を
語
り
本
成
立
当
初
の
姿

そ
の
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
に
は
躊
躇
さ
れ
る
。
あ
く
ま
で
も
、

﹁
屋
代
本
的
本
文
﹂
が
、
古
い
語
り
本
の
面
影
を
留
め
て
い
る
の
だ

と
い
う
言
い
方
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
、
付
言
し
て
お
き
た

い
。

三
以
上
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
屋
代
本
が
、
い
か
な
る
物
語
で
あ

る
こ
と
を
志
向
し
て
い
た
の
か
は
、続
く
Ｃ
の
部
分
に
明
瞭
で
あ
る
。
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C
︻
御
使　
ヒ

、
急
キ
可
レ
下
之
由
申
セ
ハ
、﹁
サ
ル
ニ
テ
モ
暫ラク
。

御
返
事
ノ
有
ン
ス
ル
ソ
﹂
ト
テ
、
泣
々
起　
キ

上　
リ

、
細
々
ト
御
返
事

書
テ
ソ
給
ケ
ル
。
若
君
姫
君
モ
筆
ヲ
染
テ
、﹁
サ
テ
御
返
事
ト
ハ

何
ト
書
ヘ
キ
﹂
ト
申
給
ヘ
ハ
、
母
御
前
、﹁
只
兎
モ
合
モ
、
和ワ

御

前
カ
思
ハ
ン
ス
ル
様
ニ
カ
ケ
﹂
ト
ソ
宣
ケ
ル
。﹁
ナ
ト
今
マ
テ

迎
ヘ
ト
ラ
セ
給
ハ
ヌ
ソ
ヤ
。
穴ア
ナ

御
恋
シ
〳
〵
﹂
ト
詞
、
モ
替　
リ

給

ハ
ス
、
二
人
ナ
カ
ラ
同
詞
ニ
ソ
被
レ
書
ケ
ル
。

　

御
使　
ヒ

屋
島
ヘ
下
テ
、
此
御
返
事
進
セ
ラ
リ
ケ
レ
ハ
、
三
位ノ中

将
、
北
方
ノ
御
文
ヨ
リ
モ
、
若
君
姫
君
ノ
、﹁
恋
シ
〳
〵
﹂
ト
被
レ

書
タ
ル
ヲ
見
給　
ヒ

テ
ソ
、
今
一
キ
ハ
無
　
　
　
ク二
為
方
一
ハ
被
レ
思
ケ
ル
。

三
位
中
将
今
ハ
イ
ブ
セ
カ
リ
ツ
ル
古
郷
ノ
伝ツ
テ
キ
ヽ
ハ
レ

聞
晴
給
ヘ
共
、
妻

子
ハ
従モ
ト
ヨ
リ来

心
ヲ
悩ナ
ヤ

マ
ス
物
ナ
レ
ハ
、
恋
慕ホ

ノ
思
イ
ヤ
マ
サ
リ
ケ

リ
︼。
⑩
抑
今
ハ
穢
土
ヲ
厭イ

ト

フ
ニ
無

　
　
　
クレ

勇イ
サ
ミ

、
閻エ

ン

浮フ

愛
執シ

ウ

ノ
綱ツ

ナ

強ツ
ヨ

ケ
レ
ハ
、
浄
土
ヲ
願
フ
ニ
倦モ

ノ
ウ

シ
。
今
生
ニ
妻
子
ニ
心
ヲ
摧ク

タ

キ
、

当
来
ニ
ハ
修
羅
ニ
堕ヲ

チ

ン
事
心
憂ウ

カ
ル
ヘ
シ
。
サ
レ
ハ
自
　
　
　
リレ
是
都

ヘ
上
リ
、
妻
子
ヲ
見
テ
、
妄
念
離　

レ

テ
、
自
害
セ
ン
ニ
ハ
如シ

カ

シ
ト

ソ
思
定
給
ケ
ル
。

都
の
妻
子
か
ら
返
信
が
届
き
、
そ
れ
を
見
た
維
盛
が
自
害
の
決
意

を
す
る
ま
で
の
叙
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
読
み
本
系
と
重
な
る
表

現
は
⑩
し
か
な
く
、
そ
れ
以
外
の
︻　

︼
で
囲
ん
だ
部
分
は
お
お
む

ね
他
の
語
り
本
系
諸
本
と
一
致
す
る
。
こ
の
⑩
で
は
維
盛
の
決
意
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
四
部
本
な
ど
に
は
見
ら
れ
ず
、
延
慶
本
と
の
関

係
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
な
の
だ
が
、
い
か
な
る
過
程

を
経
て
そ
の
決
意
に
至
る
の
か
、
延
慶
本
と
語
り
本
と
の
間
に
は
大

き
な
隔
た
り
が
あ
る

延
慶
本
に
お
い
て
、
⑩
に
該
当
す
る
表
現
が
見
え
る
の
は
前
掲
Ⅱ

の
ⅲ
で
あ
る
。
延
慶
本
Ⅱ
の
文
脈
を
た
ど
る
と
、
ま
ず
Ⅱ
︲
ⅰ
で
維

盛
は
、
北
の
方
か
ら
の
迎
え
と
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
懇
願
に
心
揺
れ

る
が
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
必
死
に
そ
の
思
い
を
押
し
殺
す
。
続

く
ⅱ
で
は
、
妻
子
を
思
っ
て
沈
ん
で
ば
か
り
い
る
態
度
が
、
二
心
あ

る
も
の
と
の
誤
解
を
生
み
、
宗
盛
か
ら
白
眼
視
さ
れ
、
そ
の
こ
と
を

維
盛
は
﹁
ア
ヂ
キ
ナ
ク
﹂
思
う
。
そ
れ
が
原
因
で
維
盛
は
、﹁
只
一
門

ニ
不
レ
知
レ
シ
テ
都
エ
忍
テ
上
テ
、
妻
子
ヲ
モ
見
、
妄
念
ヲ
モ
払
テ
、

閑
ニ
臨
終
セ
ム
ヨ
リ
外
ノ
事
有
ベ
カ
ラ
ズ
﹂
と
い
う
ⅲ
の
決
意
へ
と

至
る
の
で
あ
る
。
だ
が
屋
代
本
の
︻　

︼
部
に
は
、
宗
盛
ら
と
の
確

執
に
つ
い
て
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い︶

₁₁
︵

。
Ａ
・
Ｂ
で
、
妻
子
を
強
く

思
い
な
が
ら
も
迎
え
と
る
意
志
が
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
告
げ
、

そ
れ
に
対
し
て
妻
子
か
ら
来
た
返
信
、と
り
わ
け
﹁
穴ア
ナ

御
恋
シ
〳
〵
﹂

と
、
幼
い
感
情
を
あ
り
の
ま
ま
に
書
き
綴
っ
た
、
二
人
の
子
供
の
手

紙
に
接
し
、﹁
無
　
　
　
ク二
為
方
一
﹂
思
っ
た
こ
と
が
、﹁
自
　
　
　
リレ
是
都
ヘ
上
リ
、
妻

子
ヲ
見
テ
、
妄
念
離　
レ

テ
、
自
害
セ
ン
ニ
ハ
如シ
カ

シ
﹂
と
い
う
維
盛
の
決

意
の
原
因
と
な
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
︻　

︼
部
の
内
容
は
、
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読
み
本
系
諸
本
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。こ
う
し
た
記
事
に
よ
っ
て
、

妻
子
へ
の
思
い
こ
そ
が
維
盛
の
そ
の
後
の
行
動
を
決
定
づ
け
た
の
だ

と
い
う
、
そ
の
一
点
に
叙
述
を
集
中
さ
せ
て
い
る
の
が
屋
代
本
（
お

よ
び
他
の
語
り
本
）
の
形
な
の
で
あ
る︶

₁₂
︵

。
そ
れ
が
意
識
的
に
選
び
取

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、⑩
の
本
文
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

屋
代
本
に
は
、﹁
今
生
ニ
妻
子
ニ
心
ヲ
摧ク
タ

キ
、
当
来
ニ
ハ
修
羅
ニ
堕ヲ
チ

ン

事
心
憂ウ

カ
ル
ヘ
シ
﹂
と
あ
り
、
中
院
本
で
も
ほ
ぼ
同
様
な
の
だ
が
、

妻
子
に
対
す
る
愛
執
を
残
す
こ
と
が
、
来
世
で
修
羅
道
に
堕
す
る
因

に
な
る
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
耳
慣
れ
な
い
言
説
で
あ
る
。
妄
執

に
よ
っ
て
動
物
に
転
生
し
た
話
な
ど
は
説
話
集
類
に
数
多
く
見
え
る

が
、
は
っ
き
り
﹁
修
羅
道
﹂
一
つ
に
限
定
す
る
も
の
は
、
管
見
の
限

り
見
あ
た
ら
な
い
。
一
方
、
闘
諍
を
修
羅
道
に
結
び
つ
け
る
言
説
は

『
吾
妻
鏡
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
、
当
時
あ
る
程
度
流
布
し
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る︶

₁₃
︵

。
⑩
の
本
文
は
、
延
慶
本
Ⅱ
︲
ⅲ
の
よ
う
に
﹁
今
生

ニ
ハ
妻
子
ヲ
念
フ
心
、
合
戦
ニ
向
思
ニ
身
ヲ
苦
メ
テ
、
来
生
ニ
ハ
修

羅
道
ニ
落
ム
事
疑
ナ
シ
﹂
と
あ
っ
た
の
を
崩
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
背
景
に
、
維
盛
の
心
中
描
写
を
妻
子
へ
の
愛
と
い
う
一
点
に
集
中

さ
せ
よ
う
と
す
る
構
想
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
間
違
い
な
い

だ
ろ
う
。

四
そ
れ
に
し
て
も
、﹁
あ
ぢ
き
な
さ
﹂
ゆ
え
に
﹁
閑
か
な
臨
終
﹂
を
求

め
る
こ
と
と
、﹁
せ
ん
か
た
な
さ
﹂
か
ら
﹁
自
害
﹂
を
選
ぶ
こ
と
と
の

径
庭
は
、
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
延
慶
本
Ⅱ
の
維
盛
は
、
妻
子
へ
の

思
い
に
苦
し
む
こ
と
も
、
一
門
に
従
い
、
合
戦
の
日
々
を
送
る
こ
と

も
、
ど
ち
ら
も
が
仏
教
的
な
罪
で
あ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
そ
の
双
方
を
捨
て
て
閑
か
な
臨
終
を
求
め
る
こ
と
が
、
自

ら
の
救
済
に
繋
が
る
こ
と
を
信
じ
、
希
求
し
て
い
る
。
そ
の
直
接
の

契
機
と
な
っ
た
の
は
Ⅱ
︲
ⅱ
、
宗
盛
ら
一
門
の
人
々
か
ら
向
け
ら
れ

る
視
線
だ
っ
た
。
い
わ
れ
の
な
い
白
眼
視
を
受
け
、
現
世
を
﹁
ア
ヂ

キ
ナ
ク
﹂
思
っ
た
こ
と
が
、
来
世
の
救
い
を
仏
道
に
求
め
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
妻
子
へ
の
恩
愛
を
断
ち

切
れ
ず
に
ど
れ
ほ
ど
苦
悩
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
も
、
延
慶
本
Ⅱ

に
は
、
来
世
に
救
い
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
自
ら
の
意
志
で
そ
れ
に

向
か
っ
て
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
た
者
の
姿
が
あ
る
。

巻
七
の
都
落
の
描
写
を
振
り
返
れ
ば
、
維
盛
の
心
中
は
さ
ら
に
は

っ
き
り
す
る
。維
盛
の
出
立
の
場
面
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た
。

様
々
ニ
誘
置
給
ホ
ド
ニ
、
程
モ
フ
レ
バ
、﹁
大
臣
殿
、
サ
ラ
ヌ
ダ

ニ
惟
盛
ヲ
バ
二
心
ア
ル
者
ト
宣
ナ
ル
ニ
、
今
マ
デ
打
出
ネ
バ
、

イ
ト
ヾ
サ
コ
ソ
思
給
ラ
メ
﹂
ト
テ
、
ナ
ク
〳
〵
出
給
ヘ
バ
…
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同
行
を
望
む
妻
子
を
振
り
切
れ
ず
に
い
る
維
盛
に
、
最
初
の
一
歩
を

踏
み
出
さ
せ
た
の
は
、
宗
盛
に
対
す
る
意
識
だ
っ
た
の
だ
。
一
門
の

中
に
は
、
宗
盛
と
の
間
に
確
執
を
抱
え
て
都
に
留
ま
っ
た
、
頼
盛
の

よ
う
な
者
も
い
た︶

₁₄
︵

。
だ
が
維
盛
は
、
そ
の
よ
う
な
道
は
選
ば
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
時
、
一
門
に
対
し
て
﹁
二
心
﹂
な
き
こ
と

を
行
動
を
以
て
示
す
こ
と
を
、
自
ら
の
意
志
で
選
択
し
た
の
だ
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
維
盛
は
そ
の
後
も
疑
わ
れ
続
け
た
。
一
門
と
の
同

行
は
、
妻
子
と
の
別
れ
と
い
う
、
こ
の
上
な
い
犠
牲
を
払
っ
て
選
択

し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
自
ら
が
人
々
か
ら
必
要
と
さ
れ

ず
、
一
門
内
部
に
お
け
る
存
在
意
義
を
否
定
す
る
よ
う
な
視
線
に
さ

ら
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
失
望
か
ら
く
る
﹁
あ
ぢ
き
な
さ
﹂
こ
そ
が
、

維
盛
を
出
家
へ
と
駆
り
立
て
た
と
す
る
の
が
、
延
慶
本
の
文
脈
な
の

で
あ
る
。
世
を
﹁
ア
ヂ
キ
ナ
ク
﹂
思
う
こ
と
が
来
世
で
の
救
い
を
求

め
よ
う
と
す
る
こ
と
の
き
っ
か
け
と
な
る
と
い
う
筋
立
て
は
、
仏
道

を
志
す
者
の
思
考
過
程
と
し
て
、
一
般
的
に
理
解
し
や
す
い
も
の
だ

ろ
う︶

₁₅
︵

。
如
上
の
脈
絡
は
、
語
り
本
で
は
根
本
か
ら
解
体
さ
れ
て
い
る
。
異

口
同
音
に
父
へ
の
恋
し
さ
を
素
直
に
吐
露
す
る
我
が
子
ら
の
言
葉
に

触
れ
、﹁
無
　
　
　
ク二
為
方
一
﹂
思
っ
た
こ
と
が
、
維
盛
に
自
害
の
決
意
を
促

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
語
り
本
の
維
盛
は
、
追
い
詰
め
ら
れ
、
そ

の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
自
死
を
選
ぼ
う
と
し
て
い
る
の
み
で

あ
っ
て
、
彼
岸
に
救
い
を
求
め
て
な
ど
い
な
い
。
そ
れ
は
、
覚
一
本

が
⑩
を
、

﹁
抑
こ
れ
よ
り
穢
土
を
厭
に
い
さ
み
な
し
。
閻
浮
愛
執
の
綱
つ

よ
け
れ
ば
、
浄
土
を
ね
が
ふ
も
物
う
し
。
た
ゞ
こ
れ
よ
り
や
ま

づ
た
ひ
に
宮
こ
へ
の
ぼ
ッ
て
、
恋
し
き
も
の
ど
も
を
い
ま
一
度

み
も
し
、
見
え
て
の
後
、
自
害
を
せ
ん
に
は
し
か
じ
﹂
と
ぞ
、

な
く
〳
〵
か
た
り
給
ひ
け
る
。

と
し
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
一
層
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。
屋
代
本

に
あ
っ
た
﹁
当
来
ニ
ハ
修
羅
ニ
堕ヲ
チ

ン
事
心
憂ウ

カ
ル
ヘ
シ
﹂
や
﹁
妄
念

離　
レ

テ
﹂
と
い
っ
た
記
述
を
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、﹁
浄
土
を
ね
が
ふ
﹂

心
を
持
て
な
い
者
が
苦
し
み
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
﹁
自
害
﹂
を
選
択

す
る
と
い
う
文
脈
を
、
よ
り
純
化
し
て
い
る
の
が
、
覚
一
本
な
の
だ
。

来
世
へ
の
恐
れ
も
、
救
済
を
求
め
る
心
も
な
い
。
こ
の
⑩
本
文
の
変

遷
は
、
読
み
本
系
的
本
文
（
⑩
は
延
慶
本
）
か
ら
屋
代
本
へ
、
そ
し

て
覚
一
本
へ
と
い
う
方
向
の
流
動
を
想
定
し
た
、
第
二
節
ま
で
の
考

察
を
裏
付
け
る
。
そ
し
て
、
語
り
本
が
選
ん
だ
こ
の
新
た
な
方
向
性

が
、
や
は
り
巻
七
の
都
落
の
場
面
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
も
、
注
意

し
て
お
き
た
い
。
語
り
本
は
、
都
落
に
際
し
て
維
盛
が
宗
盛
ら
を
意

識
し
て
い
る
と
す
る
描
写
を
一
切
す
る
こ
と
な
く
、
代
わ
り
に
読
み

本
系
に
は
な
い

﹁
都
ニ
ハ
父
モ
ナ
シ
、
母
モ
ナ
シ
。
…
少ヲ
サ
ナ

キ
者
共
ヲ
ハ
、
誰　
レ

ニ
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見
譲ユ
ツ

リ
、何
カ
ニ
セ
ヨ
ト
カ
思
給
フ
。
恨
メ
シ
ウ
モ
留
給
物
哉
﹂

ト
テ
、
且
ハ
シ
タ
イ
且
ハ
恨
テ
泣
給
ニ
ソ
、
三
位
中
将
モ
無
二

為セ
ン

方カ
タ

一
ハ
思
ハ
レ
ケ
ル
。（
屋
代
本
）

若
公
姫
君
は
し
り
い
で
て
、父
の
鎧
の
袖
、草
摺
に
取
つ
き
、﹁
是

は
さ
れ
ば
い
づ
ち
へ
と
て
、
わ
た
ら
せ
給
ふ
ぞ
。
我
も
ま
い
ら

ん
、わ
れ
も
ゆ
か
ん
﹂
と
め
ん
〳
〵
に
し
た
ひ
な
き
給
ふ
に
ぞ
、

う
き
世
の
き
づ
な
と
お
ぼ
え
て
、
三
位
中
将
い
と
ゞ
せ
ん
か
た

な
げ
に
は
見
え
ら
れ
け
る
。（
覚
一
本
）

と
い
っ
た
表
現
を
持
つ
。
語
り
本
が
描
く
の
は
、
た
だ
運
命
の
前
に

無
力
で
、
妻
子
へ
の
愛
ゆ
え
に
﹁
せ
ん
か
た
な
さ
﹂
に
苛
ま
れ
る
者

の
姿
で
あ
る
。
同
じ
く
都
落
の
場
面
に
お
け
る

若
君
姫
君
、
大
床
ヘ
コ
ロ
ヒ
出
テ
、
声
ヲ
ハ
カ
キ
リ
ニ
喚ヲ
メ

キ
叫

ヒ
給
フ
。（
中
略
）
此　
ノ

声
々
ノ
、
耳
ノ
底ソ
コ

ニ
留
テ
、
西
海
ノ
旅

ノ
空
マ
テ
モ
、
吹
風
ノ
音コ
ヘ

、
立
浪
ノ
声ヲ
ト

ニ
付
テ
モ
、
只
今
聞
ヤ

ウ
ニ
ソ
被
レ
思
ケ
ル
。（
屋
代
本
）

と
い
う
叙
述
が
語
り
本
に
固
有
で
あ
る
の
は
、
語
り
本
が
維
盛
造
形

に
お
い
て
志
向
し
た
も
の
を
、
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

五
読
み
本
系
、
特
に
延
慶
本
と
語
り
本
と
の
質
的
な
差
異
を
以
上
の

よ
う
に
整
理
す
る
な
ら
ば
、
問
題
は
自
ず
と
以
後
の
維
盛
の
行
動
に

も
及
ぶ
。
屋
島
を
出
奔
し
て
か
ら
入
水
に
至
る
ま
で
の
大
筋
は
、
読

み
本
系
・
語
り
本
系
を
通
じ
て
同
様
な
の
だ
が
、
右
に
見
て
き
た
部

分
と
の
整
合
性
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
延
慶
本
で
は
、
Ⅱ
で
出
家
を

決
意
し
た
後
、
Ⅴ
︲
ⅲ
で
は
、
家
族
に
自
ら
の
無
事
を
告
げ
よ
う
と

し
つ
つ
も
、

心
中
ニ
ハ
思
立
給
フ
事
モ
ア
レ
バ
、﹁
是
計
ニ
テ
ゾ
有
ラ
ム
ズ
ラ

ム
﹂
ト
オ
ボ
シ
ケ
ル
ニ
、
涙
ニ
ク
レ
テ
、
エ
ツ
ヾ
ケ
ア
ヘ
給
ワ

ネ
ド
モ
、（
中
略
）﹁
終
ニ
イ
カ
ニ
聞
ナ
シ
テ
、
イ
カ
ナ
ル
事
ヲ

思
ワ
レ
ム
ズ
ラ
ム
﹂
ト
オ
ボ
ス
ゾ
悲
シ
キ
。

と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
描
写
す
る
。
そ
の
言
葉
通
り
、
巻
十

で
一
門
か
ら
の
離
脱
を
決
行
し
、
高
野
へ
赴
く
。﹁
閑
ニ
臨
終
セ
ム
﹂

と
い
う
望
み
を
果
た
す
た
め
に
聖
地
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、

本
三
位
中
将
ノ
被
二
生
取
一
テ
、
京
、
田
舎
、
人
ノ
口
ニ
乗
ダ

ニ
モ
心
憂
ニ
、
我
サ
ヘ
憂
名
ヲ
流
テ
、
差
シ
モ
賢
ニ
オ
ハ
セ
シ

父
ノ
首
ニ
、
血
ヲ
ア
ヤ
サ
ム
事
口
惜
テ
、
千
度
百
般
、
心
ハ
進

給
ケ
レ
ド
モ
、
恋
ト
恥
ト
ヲ
比
レ
バ
、
恥
ハ
猶
モ
悲
テ
、
泣
々

高
野
山
ヘ
詣
リ
給
ヒ
…

と
あ
る
よ
う
に
、妻
子
と
の
再
会
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
を
阻
ん
だ
の
は
、
亡
き
父
へ
の
思
い
だ
と
い
う
。
妻
子
と
の
別
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れ
と
い
う
犠
牲
を
払
っ
て
ま
で
一
門
の
一
員
と
し
て
生
き
る
こ
と
を

選
択
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
門
か
ら
疎
外
さ
れ
た
と
き
、
早
世
し

た
父
の
面
影
が
、
い
わ
ば
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
最
後
の
拠
り
所
と

し
て
心
に
残
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
平
家
嫡
流
の
維
盛
に
と
っ
て
自

然
な
こ
と
だ
ろ
う
。
父
の
名
を
汚
す
こ
と
へ
の
恐
れ
も
、
入
水
の
前

に
父
祖
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
熊
野
を
訪
れ
る
行
動
も
、
こ
う
し
た
心

情
と
と
も
に
理
解
で
き
る
。
そ
の
後
維
盛
は
、
妻
子
へ
の
恩
愛
の
情

を
断
ち
切
れ
ず
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
導
師
滝
口
に
背
中
を
押
さ
れ

て
﹁
忽
ニ
妄
念
ヲ
飜
シ
テ
、
向
レ
西
叉
レ
手
ヲ
テ
、
高
声
念
仏
三
百
余

反
唱
澄
テ
、
即
チ
海
ヘ
ゾ
入
給
フ
﹂
こ
と
を
得
る
。
そ
の
心
は
大
き

く
揺
れ
動
き
は
し
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
、﹁
閑
ニ
臨
終
セ
ム
﹂
と

い
う
、
自
ら
が
選
び
取
っ
た
生
き
方
を
完
遂
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

出
家
の
決
意
か
ら
入
水
に
至
る
読
み
本
系
の
文
脈
は
、
整
然
と
筋
道

が
立
っ
て
い
る
。

だ
が
語
り
本
で
は
こ
の
よ
う
な
理
解
は
成
り
立
た
な
い
。
そ
も
そ

も
維
盛
は
、
自
害
に
よ
っ
て
苦
し
み
か
ら
逃
れ
る
よ
う
と
し
た
だ
け

で
、
妻
子
へ
の
思
い
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
心
に
は
、
来
世
で
の
救
い

を
信
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の
余
地
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
高
野
で
滝
口

を
前
に﹁

同
ク
ハ
是
ニ
テ
髻　
リ

ヲ
切
テ
、
火
ノ
中
水
ノ
底
ヘ
モ
入
ラ
ン
ト

思
ソ
ヤ
。﹂

と
述
べ
る
と
こ
ろ
で
、
唐
突
に
﹁
髻　
リ

ヲ
切
﹂
る
意
志
が
明
か
さ
れ
る

の
だ
が
、
語
り
本
系
に
固
有
の
波
線
部
に
見
え
る
よ
う
に
、
そ
の
志

も
﹁
同
ク
ハ
﹂
と
い
う
程
度
の
微
弱
な
も
の
で
し
か
な
い
。
そ
ん
な

人
物
が
、
わ
ざ
わ
ざ
高
野
に
赴
き
、
聖
地
を
巡
っ
て
か
ら
﹁
忽
　
　
チ
ニ

翻
　
　
　
シ二

妄
念
ヲ
一
、
念
仏
数
百
反
唱
ツ
ヽ
﹂
海
へ
と
沈
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
読
み
本
系
と
は
異
な
る
語
り
本
系
の
特
質
が
あ
る
。

延
慶
本
の
よ
う
に
、
自
ら
仏
道
に
価
値
を
見
出
し
、
臨
終
正
念
を
求

め
た
わ
け
で
は
な
い
。
逆
ら
い
よ
う
の
な
い
運
命
に
絶
望
し
、
自
ら

の
生
を
絶
と
う
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
語
り
本
が
、
敢
え
て
そ
の
よ

う
に
改
編
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
そ
ん
な
者
さ
え
も
救
っ
て

や
ろ
う
と
す
る
の
だ
。
そ
の
た
め
に
、
語
り
本
も
ま
た
維
盛
を
高
野

へ
赴
か
せ
る
の
で
あ
る
。
以
後
の
維
盛
の
心
に
は
、
滝
口
の
出
家
姿

を
見
て﹁
可　
　
クレ
遁　
レ

ハ
、角
テ
モ
在
マ
ホ
シ
ク
ヤ
思
ケ
ン
﹂と
感
じ
た
り
、

熊
野
で
﹁
必　
ス

西
方
浄
土
ヘ
迎　
ヘ

給
ヘ
﹂
と
祈
る
な
ど
、
徐
々
に
道
心
が

兆
し
始
め
た
か
に
見
え
る
。
だ
が
Ｃ
の
脈
絡
を
踏
ま
え
て
読
む
な
ら

ば
、
こ
の
時
の
維
盛
に
、
来
世
で
の
救
い
を
信
じ
、
そ
れ
に
縋
る
気

持
ち
が
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
と
い
え
る
の
か
。
往
生
を
願
う
数
少
な
い

言
葉
は
、
心
底
か
ら
の
も
の
と
い
え
る
程
の
強
さ
を
持
ち
得
な
い
ま

ま
、﹁
古
郷
ニ
留　
メ

置　
キ

シ
妻
子
安
穏
ニ
ト
、
被
　
　
　
レレ
祈　
ラ

ケ
ル
コ
ソ
、
厭
　
イ
ト
ヒ二
浮ウ
キ

世
一
入
　
　
　
リ二
実
道
ニ
一
給
ヘ
共
、
猶
妄マ
ウ
シ
ユ
ウ
ハ執

不
レ
尽
ト
覚ヘ

テ
悲　
シ

ケ
レ
﹂
と

い
う
叫
び
の
前
に
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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そ
し
て
、入
水
直
前
に
な
っ
て
も
迷
い
を
口
に
す
る
維
盛
に
対
し
て
、

滝
口
は
長
い
説
法
の
後
、

﹁
成
仏
得
道
シ
テ
悟　
リ

ヲ
開ヒ
ラ

カ
セ
給
ナ
ハ
、
娑
婆
ノ
故
郷
ヘ
帰　
リ

テ

難　
　
タレ

去
カ
リ
シ
人
ヲ
モ
導　
ヒ

キ
、
御
恋
シ
キ
旁
ヲ
モ
迎　
ヘ

給
ハ
ン
事
、

不
レ
可
レ
経フ
レ
程
ヲ
。
努
々
余
念
渡ラセ
給
ナ
﹂

と
告
げ
る
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
維
盛
は
入
水
し
た
。
再
び
妻
子
に

会
え
る
と
い
う
、
そ
の
言
葉
自
体
は
諸
本
同
じ
で
あ
る
。
読
み
本
系

で
は
﹁
閑
ニ
臨
終
セ
ム
﹂
と
い
う
希
望
と
妻
子
へ
の
愛
と
い
う
、
維

盛
を
苦
悩
さ
せ
る
二
つ
の
思
い
を
止
揚
し
、
信
じ
る
道
へ
赴
く
決
意

を
固
め
さ
せ
て
く
れ
る
言
葉
だ
っ
た
ろ
う
。
だ
が
語
り
本
の
維
盛
像

か
ら
、
己
の
来
世
を
願
う
強
い
意
志
は
読
み
取
れ
な
い
。
そ
ん
な
維

盛
に
滝
口
は
、
妻
子
と
の
再
会
の
可
能
性
を
説
く
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
維
盛
に
と
っ
て
、
さ
し
た
る
希
望
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
自
身
の

後
世
に
、初
め
て
光
が
射
し
た
瞬
間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

来
世
に
救
い
が
あ
る
と
信
じ
て
希
求
し
、
そ
の
た
め
に
妻
子
恋
し

さ
を
必
死
で
断
ち
切
っ
て
ゆ
く
と
い
う
読
み
本
系
の
維
盛
描
写
は
、

仏
教
的
な
意
味
で
筋
道
が
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
語
り
本
系
の
場

合
、
臨
終
正
念
を
求
め
る
維
盛
の
気
持
ち
は
、
読
み
本
系
に
比
し
て

遙
か
に
薄
い
。
妻
子
へ
の
愛
ゆ
え
に
絶
望
し
て
死
ん
で
い
こ
う
と
す

る
人
間
が
、
最
後
に
﹁
再
び
愛
す
る
者
た
ち
に
会
え
る
﹂
と
い
う
言

葉
に
背
中
を
押
さ
れ
て
入
水
す
る
の
で
あ
る
。
彼
岸
の
世
界
に
初
め

て
見
出
し
た
希
望
が
、
仏
に
よ
る
救
済
で
は
な
く
﹁
愛
す
る
者
達
と

の
再
会
﹂
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
信
じ
て
入
水
し
た
最

期
と
は
、
純
粋
に
仏
教
的
な
意
味
で
救
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か︶

₁₆
︵

。
確
か
に
、﹁
忽
　
 
チ
ニ

 

翻　
　
シ二

妄
念
ヲ
一
、
念
仏
数
百
反
唱
ツ
ヽ
﹂
と

い
う
入
水
の
様
は
、
維
盛
が
救
わ
れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
だ
ろ
う
。

だ
が
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
脈
絡
は
、
読
み
本
系
の
よ
う
に
筋
道
立
っ

て
は
い
な
い
。
そ
れ
で
も
語
り
本
の
維
盛
が
救
わ
れ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
の
﹁
救
い
﹂
と
は
、
仏
教
的
な
意
味
を
超
え
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
あ
え
て
い
え
ば
、
苦
し
み
ぬ
い
て
生
き

た
者
の
最
期
が
救
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
よ
い
は
ず
は
な
い
と
い

う
思
い
、
極
限
の
状
況
に
置
か
れ
、
死
ん
で
い
っ
た
人
々
へ
の
共
感

と
い
う
情
緒
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

仏
道
に
よ
る
救
済
が
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

踏
み
出
す
強
さ
を
持
た
な
い
者
を
も
、
情
緒
的
に
包
み
込
ん
で
や
ろ

う
と
す
る
の
が
、
語
り
本
な
の
だ
。
維
盛
の
入
水
を
﹁
心
弱
き
人
の

往
生
﹂
と
す
る
読
み
方︶

₁₇
︵

は
、
語
り
本
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
。

六
語
り
本
の
文
学
的
な
特
質
を
、
以
上
の
よ
う
に
読
み
と
る
と
き
、

い
ま
一
つ
注
目
し
た
い
箇
所
が
あ
る
。

若
君
ノ
乳
人
ノ
女
房
、
北
方
ニ
申
ケ
ル
ハ
、﹁
サ
レ
ト
モ
、
本
三
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位ノ中
将
殿
ノ
様
ニ
、
生
虜
ニ
セ
ラ
レ
給
ヒ
テ
、
京
鎌
倉
引
シ
ロ

ハ
レ
テ
、
浮
名
ヲ
モ
流
サ
セ
給
ハ
テ
、
高
野
ニ
テ
御
出
家
、
熊

野
ヘ
参
ラ
セ
給
テ
、
後
世
ノ
事
祈
請
申
サ
セ
給
テ
、
御
身
ヲ
投ナ
ケ

給
候
。
是
ハ
歎　
キ

ノ
中
ノ
御
喜
也
。
何　
カ

ニ
思
食
ス
ト
モ
叶
ハ
セ
給　
フ

マ
シ
。
御
様サ
マ

ヲ
替
サ
セ
給
テ
、後
世
ヲ
コ
ソ
訪　
ヒ

進　
セ

サ
セ
給
ハ
メ
﹂

ト
申
セ
ハ
、
北ノ方
﹁
実
ニ
モ
﹂
ト
テ
、
泣
々
様
ヲ
替
、
三
位ノ中

将
ノ
後
世
ヲ
ソ
訪　

ヒ

給
ケ
ル
。（
屋
代
本
）

と
あ
る
よ
う
に
、
語
り
本
系
に
お
い
て
、
維
盛
の
死
を
知
っ
た
北
の

方
が
、
嘆
き
つ
つ
も
や
が
て
出
家
を
し
、
夫
の
後
生
を
祈
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
読
み
本
系
で
は
、北
の
方
が
出
家
す
る
こ
と
は
な
い
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
以
前
の
文
脈
を
振
り
返
れ
ば
、
全
く
当
然
の
こ
と

な
の
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
都
落
に
際
し
て
維
盛
は
、
宗
盛
ら

に
対
し
て
二
心
な
き
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
泣
く
泣
く
妻
子
を
振
り

切
っ
て
出
立
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
維
盛
は
、
妻
子
と
暮
ら
す
よ

り
、
平
家
一
門
の
一
員
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
優
先
し
、
選
択
し
た

の
だ
。
そ
の
一
門
に
疎
外
さ
れ
て
か
ら
は
、
臨
終
正
念
こ
そ
が
維
盛

に
と
っ
て
の
最
重
要
課
題
だ
っ
た
。
屋
島
離
脱
の
後
も
、
都
に
行
く

と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
た
は
ず
の
と
こ
ろ
を
、
囚
わ
れ
て
父
の
名
を

辱
め
る
こ
と
を
恐
れ
て
断
念
し
て
い
る
。
読
み
本
系
に
お
い
て
は
、

維
盛
に
は
常
に
、
妻
子
よ
り
優
先
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

妻
子
を
大
切
に
思
い
な
が
ら
も
、
自
ら
の
後
世
を
案
じ
、﹁
閑
ニ
臨
終

セ
ム
ヨ
リ
外
ノ
事
有
ベ
カ
ラ
ズ
﹂
と
思
い
定
め
る
姿
は
、
一
門
の
没

落
を
予
見
し
な
が
ら
、﹁
不
レ
如
只
名
ヲ
遁
レ
身
ヲ
退
テ
、
今
生
ノ
名

望
ヲ
抛
テ
ヽ
、
来
世
ノ
菩
提
ヲ
求
ニ
ハ
﹂
と
し
て
、
肉
親
を
残
し
て

一
人
先
立
っ
て
い
っ
た
父
重
盛
と
も
ど
こ
か
通
う
。

し
か
し
北
の
方
は
違
う
。
彼
女
は
都
落
以
来
、﹁
い
ず
れ
は
迎
え
と

る
﹂
と
い
う
維
盛
の
言
葉
を
信
じ
続
け
て
い
た
。﹁
三
位
中
将
﹂
が

囚
わ
れ
た
と
聞
け
ば
、

﹁『
少
キ
者
共
ノ
恋
シ
サ
ニ
忍
ガ
タ
シ
。
イ
カ
ヾ
シ
テ
此
世
ニ
テ

相
見
ズ
ラ
ム
』
ト
返
々
云
タ
リ
シ
カ
バ
、
同
都
ノ
内
ニ
入
タ
ラ

バ
ナ
ド
思
テ
、
態
ト
被
レ
取
テ
上
ル
ヤ
ラ
ム
﹂（
延
慶
本
）

と
、
自
分
達
に
会
う
た
め
に
わ
ざ
と
捕
虜
に
な
っ
の
で
は
な
い
か
と

案
じ
（
Ⅳ
）、
夫
が
病
だ
と
聞
け
ば
、

﹁
穴
心
ヅ
ヨ
ノ
人
ノ
心
ヤ
。所
労
ア
ラ
バ
、『
カ
ウ
コ
ソ
ア
レ
』ト
、

ナ
ド
カ
告
ザ
ル
ベ
キ
。
軍
ニ
ア
ワ
ヌ
ホ
ド
ノ
所
労
ナ
レ
バ
、
大

事
ニ
コ
ソ
有
ラ
メ
。思
歎
ノ
ツ
モ
リ
ニ
ヤ
病
ノ
付
ニ
ケ
ル
コ
ソ
。

都
ヲ
出
デ
ヽ
ヨ
リ
、
我
身
ノ
ワ
ビ
シ
キ
ト
云
事
ヲ
バ
、
一
度
モ

イ
ワ
ズ
、『
只
少
者
共
コ
ソ
心
苦
ケ
レ
。
終
ニ
ハ
一
所
ニ
コ
ソ
ス

マ
セ
ウ
ズ
レ
』
ト
ノ
ミ
ナ
グ
サ
メ
シ
カ
バ
、
サ
コ
ソ
憑
ミ
タ
ル

ニ
、
サ
テ
ハ
身
ノ
煩
ヒ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
。
皆
人
モ
具
ス
レ
バ
コ
ソ

具
シ
タ
ル
ラ
メ
。
野
ノ
末
、
山
ノ
末
マ
デ
モ
、
一
所
ニ
有
バ
互

ニ
心
苦
サ
ヲ
モ
ナ
グ
サ
ム
ベ
キ
ニ
、
カ
ヤ
ウ
ニ
ノ
ミ
ナ
ク
悲
シ
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サ
ヨ
﹂

と
嘆
く
（
延
慶
本
Ⅴ
︲
ⅱ
）。
夫
が
常
に
自
分
達
の
こ
と
を
第
一
に
思

っ
て
く
れ
て
い
る
と
信
じ
る
こ
と
が
、
北
の
方
を
支
え
て
き
た
の
で

あ
る
。
そ
の
維
盛
が
、
出
家
の
後
高
野
・
熊
野
を
巡
礼
し
て
、
入
水

し
て
果
て
た
と
い
う
。
常
に
自
分
た
ち
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
て
く

れ
て
い
た
は
ず
の
夫
が
、
自
分
た
ち
の
存
在
よ
り
も
仏
教
的
な
救
い

に
価
値
を
見
出
し
、
行
動
し
た
と
い
う
事
実
を
知
っ
た
と
き
、
北
の

方
は
ど
れ
ほ
ど
愕
然
と
し
た
こ
と
か
。﹁
忩
迎
取
テ
ア
ソ
バ
セ
ム
ズ

ル
ゾ
（
延
慶
本
Ⅴ
︲
ⅲ
）﹂
と
い
う
言
葉
が
嘘
だ
っ
た
と
知
っ
た
と
き

の
心
痛
は
、
察
す
る
に
余
り
あ
る
。
読
み
本
系
が
描
く
北
の
方
の
物

語
は
、
間
違
い
な
く
﹁
捨
て
ら
れ
た
者
の
悲
劇
﹂
な
の
だ
。
そ
ん
な

北
の
方
が
、
語
り
本
系
の
よ
う
に
た
や
す
く
夫
の
た
め
に
出
家
な
ど

し
な
い
の
は
、
当
然
な
の
で
あ
る
。

語
り
本
系
に
は
、
右
の
引
用
に
該
当
す
る
よ
う
な
、
北
の
方
の
心

中
に
深
く
切
り
込
ん
だ
描
写
は
な
い
。維
盛
か
ら
の
書
状
に
よ
っ
て
、

﹁
迎
え
と
る
つ
も
り
は
な
い
﹂
と
知
ら
さ
れ
た
と
き
で
さ
え
、﹁
北
方

御
文
見
給
テ
、
思
入
テ
ソ
被
　
　
　
レレ
歎
ケ
ル
（
屋
代
本
Ｃ
）﹂
と
あ
る
の
み

で
あ
り
、
そ
の
心
理
描
写
は
読
み
本
系
に
比
し
て
著
し
く
後
退
し
て

い
る
。
そ
れ
と
引
き
替
え
に
、出
家
を
す
る
の
で
あ
る
。
語
り
本
は
、

北
の
方
の
心
中
に
分
け
入
っ
て
、
戦
乱
の
中
に
起
き
た
一
つ
の
悲
劇

を
描
出
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
夫
の
霊
を
慰
め
、
そ
の
魂
に
寄
り
添

う
役
目
を
与
え
て
や
る
の
が
、語
り
本
の
方
法
な
の
だ
。『
平
家
物
語
』

で
は
、﹁
敗
れ
て
い
く
人
間
の
傍
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
寄

り
添
う
人
間
が
い
る
﹂
と
は
松
尾
葦
江
氏
の
指
摘︶

₁₈
︵

で
あ
る
が
、
そ
の

よ
う
に
し
て
動
乱
の
中
で
死
ん
で
い
っ
た
者
を
情
緒
的
に
包
み
込
ん

で
や
ろ
う
と
す
る
傾
向
は
、
特
に
語
り
本
系
に
顕
著
で
あ
る
。
そ
れ

が
『
平
家
物
語
』
に
本
来
内
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
語
り

本
と
は
、
そ
の
よ
う
な
『
平
家
物
語
』
の
一
面
を
、
拡
大
し
て
成
立

し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
維
盛
北
の
方
像
の
変
質
は
、
そ
の
こ
と
を

よ
く
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

︻
注
︼

（
1
）
千
明
守
氏
﹁
屋
代
本
平
家
物
語
の
成
立
│
屋
代
本
の
古
態
性
の
検
証

・
巻
三
﹁
小
督
局
事
﹂
を
中
心
と
し
て
│
﹂（『
あ
な
た
が
読
む
平
家

物
語
１ 

平
家
物
語
の
成
立
』、
一
九
九
三
年
十
一
月
、
有
精
堂
）

（
2
）
櫻
井
陽
子
氏
『
平
家
物
語
の
形
成
と
受
容
』
第
一
篇
第
四
章
（
二
〇

〇
一
年
、
汲
古
書
院
。
初
出
一
九
九
九
年
）、
志
立
正
知
氏
『
平
家
物

語
語
り
本
の
方
法
と
位
相
』
第
六
章
（
二
〇
〇
四
年
、
汲
古
書
院
。

初
出
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
。

（
3
）
引
用
は
『
屋
代
本
高
野
本
対
照
平
家
物
語
』（
一
九
九
〇
～
九
三
年
、

新
典
社
）
に
よ
り
、
適
宜
影
印
（
一
九
六
六
年
、
角
川
書
店
）
を
参
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照
し
た
。

（
4
）﹁
心
弱
き
人
の
往
生
│
維
盛
│
﹂（『
軍
記
と
室
町
物
語
』、二
〇
〇
一
年
、

清
文
堂
。
初
出
一
九
九
二
年
）。
た
だ
し
具
体
的
な
論
証
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。

（
5
）
引
用
は
『
訓
読
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』（
一
九
九
五
年
、
有
精
堂
）

に
よ
る
。

（
6
）
本
節
で
扱
っ
た
記
事
に
関
し
て
は
、
水
原
一
氏
﹁
維
盛
・
六
代
説
話

の
形
成
﹂（『
平
家
物
語
の
形
成
』、
一
九
八
一
年
、
加
藤
中
道
館
）
が
、

延
慶
本
を
古
形
と
し
、
語
り
本
の
形
は
整
理
の
結
果
と
見
る
。

（
7
）
引
用
は
『
校
訂
延
慶
本
平
家
物
語
』（
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
九
年
、
汲

古
書
院
）
に
よ
る
。

（
8
）
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。

（
9
）
こ
れ
が
屋
代
本
の
全
て
に
い
え
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
千
明
氏

注
1
論
文
に
明
ら
か
で
あ
る
。

（
10
）
た
だ
し
、
隣
接
す
る
梶
井
宮
に
つ
い
て
の
記
事
と
の
前
後
関
係
が
読

み
本
系
と
は
逆
に
な
っ
て
お
り
、
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
11
）
後
に
高
野
山
に
赴
い
た
維
盛
は
、
滝
口
を
前
に
し
て

　
　
　
　

 ﹁
…
古
郷
ニ
留
メ
置　
キ

シ
少　
キ

者
共
カ
事
ヲ
ノ
ミ
、
明
テ
モ
暮
テ
モ
思

居
タ
レ
ハ
、
物
思
フ
心
ヤ
色
ニ
見　
ヘ

ケ
ン
、
大
臣
殿
モ
二
位
殿
モ
、

池
大
納
言
ノ
様
ニ
此
人
モ
、
二
心
ロ
有
ト
テ
打
解ト
ケ

給
ハ
ネ
ハ
、
最イ
ト

ト
心
モ
不
　
　
　
スレ
留
シ
テ
、
屋
島ノ館
ヲ
マ
キ
レ
出
、
是
マ
テ
迷ヒ来
レ
リ
﹂

（
屋
代
本
）

と
述
べ
て
い
る
が
、
語
り
本
の
文
脈
で
は
齟
齬
を
来
す
。
維
盛
が
本

心
を
語
っ
て
い
な
い
の
だ
と
も
読
め
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
改
編

を
経
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
確
実
だ
ろ
う
。

（
12
）
鈴
木
則
郎
氏
﹁『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
平
維
盛
像
に
つ
い
て
の
一
考

察
﹂（『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
29
。
一
九
八
〇
年
三
月
）
に

指
摘
が
あ
る
。﹁
小
松
家
の
特
殊
な
あ
り
方
﹂
の
問
題
も
含
め
て
、
諸

本
の
維
盛
記
事
が
詳
細
に
比
較
さ
れ
て
い
る
が
、
語
り
本
系
と
読
み

本
系
の
前
後
関
係
は
保
留
す
る
。

（
13
）
青
木
千
代
子
氏 ﹁﹁
修
羅
道
﹂
の
成
立
﹂（『
国
語
年
誌
』
11
、
一
九
九

二
年
十
一
月
）

（
14
）
鈴
木
彰
氏
『
平
家
物
語
の
展
開
と
中
世
社
会
』
第
一
部
第
二
編
第
一

章
（
二
〇
〇
六
年
、
汲
古
書
院
。
初
出
二
〇
〇
〇
年
）。
は
延
慶
本
に

お
い
て
維
盛
と
頼
盛
が
一
対
の
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
す
る
。

（
15
）『
源
氏
物
語
』
賢
木
で
は
、
桐
壺
帝
の
死
後
、
源
氏
と
藤
壺
が
世
を
あ

ぢ
き
な
く
思
っ
て
出
家
を
志
す
。

（
16
）
池
田
氏
注
4
論
文
は
、
維
盛
入
水
の
場
面
に
は
、
妄
念
の
中
に
死
ん

だ
宗
盛
の
よ
う
な
方
向
に
﹁
い
つ
揺
れ
る
や
も
し
れ
ぬ
不
安
﹂
が
あ

る
と
す
る
。

（
17
）
池
田
氏
注
4
論
文

（
18
）『
軍
記
物
語
原
論
』
第
三
章
第
二
節
（
二
〇
〇
八
年
、
笠
間
書
院
）。
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︹
付
記
︺ 

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
活
動
ス

タ
ー
ト
支
援
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




